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寒冷対策
・特に幼畜・幼雛について、消化器病や呼吸器病の予防のため、

適切な防風・保温に努めるとともに、適切な換気にも配慮しましょう。

・保温のための機器について、ガスホース、配線及び吊り下げ金具を含め、

使用前に異常の有無を点検する等により、畜舎の火災の発生防止に
努めましょう。

・畜舎内やパドックが凍結した場合は、砂や融雪促進剤等の散布を行い、

転倒等の予防に努めましょう。
・乳用牛及び肉用牛においては、飲水の加温や飲水器周辺への滑り止め

マットの設置等の対策を講じましょう。

積雪対策
・積雪による畜舎や家畜の事故防止を図るため、安全には十分に配慮した上

で、早めの雪下ろし及び畜舎周辺の除雪に努めましょう。

・積雪に伴う物流の遅延などに備え、予め飼料、燃料、家畜の飲水などを

十分確保しましょう。

・特に野生イノシシにCSFの発生が認められる地域においては、積雪による

防護柵の破損や、野生イノシシの柵の乗越えに注意しましょう。

家畜の病気等についてのお問い合わせは山梨県西部家畜保健衛生所まで

電話・・・0551-22-0771     FAX・・・0551-22-6728
夜間、土日・休日の連絡は・・・090-5564-1018

この先の天気予報によりますと、南岸低気圧が２月１０日（金）にかけて、
発達しながら 本州の南岸沿いを進む予想になっております。その影響で、
２月１０日（金）は天気が崩れ、 曇り時々雪か雨の可能性があります。

南岸低気圧の進路や発達状況によっては、積雪の可能性もありますので、
最新の気象 情報を確認し、積雪の場合は適切な対策を講じてください。
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